
- 1 -

令和７年６月25日

◎西内委員長 ただいまから産業振興土木委員会を開会いたします。

（10時00分開会）

《委員長報告取りまとめ》

◎西内委員長 本日の委員会は、「委員長報告の取りまとめについて」であります。

お諮りいたします。委員長報告の文案について、内容の検討をお願いします。

報告書案を書記に朗読させます。

◎書記 産業振興土木委員会が付託を受けた案件について、その審査の経過並びに結果を

御報告いたします。

当委員会は、執行部関係者の出席を求め、慎重に審査いたしました結果、第１号議案、

第11号議案、第13号議案、以上３件については、全会一致をもって、いずれも可決すべき

ものと決しました。

以下、審査の過程において論議された主な事項について、その概要を申し上げます。

初めに、観光振興スポーツ部についてであります。

第13号「高知県立県民体育館多目的グラウンド及びテニスコートの指定管理者の指定に

関する議案」について、高知南中学校・高等学校跡地のグラウンド等の指定管理者に株式

会社高知犬を指定することの議決を求めるものであるとの説明がありました。

委員から、高知ファイティングドッグスの母体となる企業である株式会社高知犬が管理

する場合、グラウンドの使用について、高知ファイティングドッグスの使用が優先される

ことは考えられないかとの質疑がありました。

執行部からは、予約に関しては、予約システムを構築すると聞いている。空いた時間を

有効活用していくために、高知ファイティングドッグスの練習を入れていくことで、空白

のない形で利用していただけるのではないかと考えているとの答弁がありました。

さらに委員から、空いた時間に高知ファイティングドッグスが練習を入れた後で、一般

の方が利用出来ないというようなことが生じてくることはないかとの質疑がありました。

執行部からは、今後、指定管理者と協定を結んでいく中で、しっかりと話をしていきた

いとの答弁がありました。

別の委員から、校舎はわんぱーくこうちの避難場所にもなるので、連携を取っていただ

きたい。また、学校の閉校前は、地元住民の協力態勢が出来ていたので、県の指定管理に

よるグラウンド等の使用についても、町内会等にしっかりと周知していただきたいと思う

がどうかとの質疑がありました。

執行部からは、校舎の所管課である学校安全対策課と連携しながら、グラウンドとテニ

スコートの利用について町内会等にしっかり周知していきたいとの答弁がありました。
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さらに委員から、校舎や体育館の利活用について、グラウンド等が指定管理になってい

ることが制約になって校舎の利活用ができないことがないよう指定管理の運用について、

柔軟に対応していただきたいとの要請がありました。

次に、土木部についてであります。

第１号「令和７年度高知県一般会計補正予算」のうち、「都市公園単独事業費」について、

執行部から、来年10月の国民文化祭の開会式会場になっている春野総合運動公園体育館の

大アリーナの雨漏り対策工事について、今年度当初予算では、国の交付金を活用して工事

を予定していたところ交付金の配分が当初予算よりも少なかったことから、財源を緊急防

災・減災事業債に振替えて工事を行うものであるとの説明がありました。

委員から、大アリーナは災害時の防災拠点として重要だが、雨漏り対策工事だけ実施す

るのか、非構造部材を含め体育館自体は大丈夫なのかとの質疑がありました。

執行部からは、令和５年度に長寿命化計画を策定しており、今回工事をする天井を含め

令和15年度に修繕を予定していたものであるが、指定管理者から雨漏りの報告を受け、前

倒しをして工事を行うもので、体育館の建物自体に問題はないとの答弁がありました。

次に、第11号「高知県特定都市河川浸水被害対策法施行条例の一部を改正する条例議案」

について、執行部から、特定都市河川に指定された日下川地域における雨水浸透阻害行為

に係る対策工事の基準となる降雨について、浸水被害防止の対策等をまとめた流域水害対

策計画が国・県・流域市町村及び関係機関で構成される「日下川流域水害対策協議会」に

より、今月策定されたことから、同計画で浸水の発生を防ぐ目標降雨として定めた平成26

年８月台風第12号の実績降雨を基準として条例で定めるものであるとの説明がありました。

委員から、日高村では、これまで村条例の制定など対策を実施してきたと思うが、流域

の土佐市や佐川町において、今回、県条例を改正することについて、十分な協議を行い、納

得をしているのかとの質疑がありました。

執行部からは、土佐市や佐川町においても、行政を含め住民説明会を実施したが、特に

配慮してもらいたいことなどの意見はなかったと認識しているとの答弁がありました。

次に、報告事項についてであります。

観光振興スポーツ部についてであります。

「「新県民体育館整備等基本計画検討会」の進捗状況」について、執行部から、全６回の

検討会での議論を経て、今年度末までに基本計画を策定することとしている。具体的には、

年内に基本計画の骨子案を作成した後、年明けの検討会で、基本計画案の大筋を決定し、

３月までに基本計画を策定する予定としているとの説明がありました。

委員から、県民体育館の土地は高知市から無償で貸与を受けている状態だが、今後の見

通しはどう考えているのかとの質問がありました。
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執行部からは、隣接地も含め、これから高知市と協議をしていく段階であるとの答弁が

ありました。

さらに委員から、高知市では、土地の無償貸与について、外部監査で指摘されている。

県と高知市の間でしっかりと対応していただきたいとの意見がありました。

次に、産業振興推進部についてであります。

「公共調達による地消地産推進戦略（骨子案）」について、執行部から、本県では原材料

や製品の多くを県外からの調達に頼らざるを得ず大幅な県際収支の赤字状況が続いている。

こうした状況を改善するため、本年度の第５期産業振興計画では、これまでの取組に加え、

地消地産を位置づけ、地消の拡大と地産の強化が一体となった取組を推進している。これ

に関連して、公共調達の場面においても、県際収支の改善に寄与するため、本戦略におい

て、県産品の採用及び県内事業者の育成に関する県の取組について、基本的な方針を定め

るものであるとの説明がありました。

委員から、いい方針で期待しているが、実効性を確保するためにどのように取り組むの

かとの質問がありました。

執行部からは、ＫＰＩなどを定め、進捗については、産業振興推進本部会議の中でＰＤ

ＣＡを回しながら取り組みたいとの答弁がありました。

さらに委員から、建設工事の分野は非常に裾野が広い分野なので、一部分だけやること

にならないよう留意していただきたいとの意見がありました。

別の委員から、重点品目の食品残渣についてどういうものを期待しているのか、また、

竹資源は、令和５年度から令和９年度で８倍強の目標を立てているが、新たに期待するも

のがあるのかとの質問がありました。

執行部からは、食品残渣はユズの絞りかすを飼料にするなど活用が一部にとどまってい

るので、今年度は商品開発を支援する取組を行っている、また、竹資源は、県内企業が製

品の原材料として使い始めており、集荷体制を整えているところであるが、新しい使い道

がないかチームを立ち上げて検討も進めているとの答弁がありました。

以上をもって、産業振興土木委員長報告を終わります。

◎西内委員長 御意見をどうぞお願いします。小休にします。

（小休）

◎ 南中高のファイティングドッグスの利用というのは、公平・公正にやってねとは言い

ましたけれども、ファイティングドッグスを優先的にしないようにという取り決めやっ

たので、そういう取り決めの中でやりますということだったので、公平・公正な利用を

求めるというような意見があったみないなのを入れて欲しい。
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◎ あれ入ってなかったですか。

◎ 入ってない。指定管理者と協定を結んでいく中で、しっかりと話をしていきたいとい

うがやけど。

◎ 前段で分かるんじゃないです。

◎ 分かるろうかね。

◎ そういうふうに読んだけどね。

◎ もう一点、副委員長が言いよった指定管理の。あそこが妙に食い違っとったけど、執

行部との間に。校舎と体育館の利用が、指定管理の範疇にどんなになるか正しよったわ

ね。

◎ それが、一番最後のさらに委員からの要請の段に入っているという理解でええがです

か。

◎ はい。

◎ もう一点、県民体育館の基本計画で、県民の意見を聞くパブコメが全然入ってなかっ

たんで、入れてもらえるようにはなったみたいなけんど、その県民の声を生かすという

ことはどう考えちゅうかというのは聞かせてもろたき、それは１月ぐらいにやるって言

いよったわね。第５回までのやつで。それはちょっと入れたいなと。

◎ この件について、皆さんご意見ありますか。

◎ いいです。

◎ パブコメの答弁ありましたかね。

◎ 質疑自体が一覧表の予定表のスケジュールの中に入ってないんでという話だったと思

いますので、そこに確か入れますという話だったかなと思いますけど。

◎ 細部は任せてもろて、入れれるのであれば。

◎ 県民の声はいつ聞くんですか。全部終わってから聞くのかと聞いたら、１月の第５回

が終わった段階でとは言いよったろ。それは入れちょかんと、何もなしで進めるみたい

な感じになるき、入れとって欲しいなと思います。

◎ 公共調達による地消地産推進戦略の関係で、いわゆる賃金の最低基準を盛り込むとい

う視点が、この際検討されるべきではないかということで、そういう視点もまた検討し

ますいうて言うたと思うがですけど、そこをちょっとでもかまんき触れちょってもろた

ら。

◎西内委員長 正常に復します。

この報告書は、当委員会の委員全員をもって提出することとし、細部の文案の調整は正

副委員長に一任でよろしいですか。

（異議なし）
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◎西内委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定しました。

《閉会中の継続審査》

◎西内委員長 次に、閉会中の継続審査の件を議題といたします。

お諮りいたします。当委員会は閉会中も継続して審査並びに調査をしたいので、案のと

おり申し出ることに御異議ありませんか。

（異議なし）

◎西内委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。

以上で日程は全て終了いたしましたが、閉会の前に委員の皆様に２点ほどお諮りしたい

ことがあります。

まず、１点目として、出先機関調査の取りまとめ委員会ですが、７月30日水曜日の午前

10時から行いたいと思いますが、どうでしょうか。小休にします。

（小休）

（なし）

◎西内委員長 正常に復します。それでは、７月30日水曜日の午前10時から開催したいと

思いますが、御異議はありませんでしょうか。

（異議なし）

◎西内委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。

なお、取りまとめ項目につきましては、正副委員長一任とさせていただきます。

それでは、委員会の県外調査の候補地について、書記に説明させます。

◎書記 県外調査の候補地について御説明いたします。産業振興土木委員会県外視察日程

案の資料を御覧ください。

おおまかな候補地としては３つです。関西・北陸方面２つと東北方面としております。

日程案①関西・北陸方面の１つ目は、内灘町の液状化被害に対する取組、福井市のふく

みちプロジェクト、大阪・関西万博などを調査候補としています。

日程案②関西・北陸方面の２つ目は、日程案①とほぼ同じですが、３日目の調査先を関

西万博から京都府観光連盟にしたものです。

日程案③東北方面は、花巻市のリノベーションまちづくり事業、紫波町の紫波中央駅前

都市整備事業（オガールプロジェクト）、大船渡市の差し込み型防災集団移転などを調査候

補としています。

日程案とは別に、候補先の地図、調査候補先の資料を作成しておりますので、併せてご

参照ください。カレンダーは、事務局で把握しております７月から９月までの議会関係の

スケジュールになります。



- 6 -

本日は、調査する方面と日程を決めていただけたらと思います。

調査先との交渉はこれからになりますが、お示ししている候補以外で御希望があれば、

調整したいと思います。

説明は以上です。

◎西内委員長 それでは、このことについて協議したいと思います。御意見をお願いしま

す。小休にします。

（小休）

－候補地について協議－

◎西内委員長 正場に復します。

それでは方面につきましては、正副委員長一任、調査日程につきましては、８月27日か

ら８月29日までで相手方と調整し決定したいと思いますが、御異議ありませんか。

（異議なし）

◎西内委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定をいたしました。なお、細部

につきましては、正副委員長に一任をお願いいたしたいと思います。

以上をもって、日程は全て終了いたしました。これで委員会を閉会いたします。

（10時22分閉会）


